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アニメーションデータ作成装置

アニメーション作品の制作、リップシンクアニメーション、アフター
レコーディング（アフレコ）、プレレコーディング（プレレコ）

実際の顔の動きをよく反映した自然な動きを表現できるリップシンクアニメーション
を作成できる装置を提供する。

アニメーションにおけるキャラクタの発声の際の口の動きとその動きに応じての発声
とをマッチさせることは難しく、高度なテクニックを駆使しなければならない上に、長
時間を要したが、本発明によれば、実際の顔の動きをよく反映した自然な動きを表
現できるリップシンクを高度なテクニックを要することなく短時間で実現することがで
きる。

本発明に係るアニメーションデータ作成
装置は、次の各部を主構成要素とする。
（１） 三つ組視覚素データ作成部８０と、
音声データ４２から音素データ列を作成
し、音素ラベルと視覚素ラベルとの対比
関係を用いて音素ラベルを視覚素ラベ
ルに変換して三つ組視覚素データ列を
作成し、
（２） 三つ組視覚素ユニット選択部８２と、
各三つ組視覚素データについて、視覚
素コーパス６２から、三つ組視覚素ラベ
ルが一致し、継続長及び音声の平均パ
ワーに基づいて最適と評価されるユニッ
トを選択し、
（３） 三つ組視覚素ユニット連結部８４と、
選択されたユニットに含まれる顔の動き
データを、三つ組視覚素データの時系列
に従って時間軸上で連結して顔のアニ
メーションデータを作成する。


